
金

津

古

蹟

苦

大
棒
堂
と
い
ふ
経
工
と
な
り
.
七
高
屋
平
三
郎
と
い
へ
り
。
と
あ

p
。

按
宇
る
に
.
右
尻
高
七
兵
衛
が
事
は
.
如
何
た
る
記
録
に
出
で
た
り

け
ん
。
織
田
軍
紀
に
、
天
正
十
年
六
月
北
閣
の
持
料
、
此
の
春
信
長

公
甲
州
へ
出
馬
の
隙
を
伺
ひ
、
越
後
の
景
勝
越
中
の
図
人
共
を
諮
ら

ひ
一
撲
を
起
さ
せ
、
首
図
魚
津
披
を
精
機
へ
、
尻
高
左
京
選
黒
金
孫

左
衛
門
前
府
医
多
勢
E
問
掛
け
て
絡
め
置
か
し
む
o
n
E
K
依
っ
て
彼
の

表
退
治
の
錫
に
、
山
間
間
修
理
逃
勝
家
・
佐
久
間
玄
務
允
雄
政
佐
々
内

紋
ム
内
、
尻
高
七
兵
衛
変
に
て
致
死
せ
し
お
敏
也
と
云
ふ
。
此
尻
高

の
子
孫
は
.
七
日
紺
屋
と
て
近
年
ま
で
仁
陥
寺
前
陀
居
住
し
、
今
は

長
を
数
は
し
め
ん
銭
め
、
上
方
よ
り
後
向
す
。
謙
信
是
主
逐
う
て
加

貧
困
へ
出
勢
し
.
此
所
医
て
授
原
の
錆
に
支
へ
ら
れ
、
放
火
し
て

杉
謙
信
の
士
危
り
。
天
涯
年
中
K
謙
信
能
登
の
由
同
山
を
淡
さ
ん
と

て
、
七
尾
城
主
攻
む
。
子
v
時
信
長
公
、
柴
問
勝
家
等
を
し
て
七
尾
の

飽
尾
紀
陀
云
ム
。
揚
場
津
田
別
荘
の
地
溢
に
尻
前
七
兵
術
が
塚
と
い

ム
あ
り
。
然
る
に
如
何
取
り
し
に
や
今
は
た
し
。
尻
高
七
兵
衛
は
上

体
へ
た
り
と
ぞ
。
此
の
別
推
は
、
揚
場
よ
り
長
田
天
神
へ
行
く
北
側

陀
て
、
世
人
津
聞
の
下
屋
敷
と
呼
べ
り
。
今
は
遺
跡
の
み
。

O
尻
高
七
兵
衛
積

政
助
成
政
・前
回
叉
左
衛
門
利
家
四
持
、
数
千
の
人
数
を
率
し
て
越

品世

甘

五

ムハ五

中
へ
相
働
き
.
巡
ん
で
魚
津
披
を
取
巻
く
。
披
兵
頻
り
陀
越
後
へ
援

兵
を
乞
ム
陀
依
っ
て
、
景
勝
多
勢
を
寧
し
、
天
一
柳
山
に
備
を
竪
む
る

鹿
‘
森
長
一
越
後
へ
働
く
由
注
進
に
依
っ
て
、
景
勝
天
一
例
山
の
陣

E

掛
う
て
越
後
へ
引
退
く
。
魚
津
の
城
兵
力
を
失
ひ
.
早
々
和
訟
を
な

し
て
城
主
渡
し
、
悉
く
退
散
す
。
と
あ
り
。
十
相
尻

'M
左
京
港
が
誌
を

ば
、
尻
高
七
兵
衛
が
背
中
貨
と
友
し
て
僻
へ
誤
り
た
る
た
ら
ん
か
。
加

州
民
て
尻
高
七
兵
術
と
い
ふ
人
柴
田
勝
中
部
等
と
合
職
k

h
M

よ
ぴ
た
る

事
、
持
記
鍛
中
K
所
見
た
し
。

か
し
は
大
野
の
近
恩
一
観
音
堂
村
に
あ
り
し
が
、
後
金
調
陣
へ
移
れ
り
。

此
寺
の
太
肢
の
筒
は
、
大
一
哀
が
ら
に
て
作
り
た
り
o

A
ん
も
弧
七
が
作

い
へ
り
。
つ
ら
/
¥
訟
も
ふ
医
、
此
裂
の
主
人
悠
伎
の
誠
あ
る
が
ゆ

ゑ
民
、
一
例
入
か
り
に
E
Z
K
来
り
て
、留
を
得
し
め
し
ι
な
ら
ん
か
と
い
ひ

僻
ム
と
由
。
此
家
の
末
商
.
今
に
大
野
村
に
獄
屋
照
三
兵
衛
と
い
ひ

て
‘
子
孫
連
総
し
て
相
絞
す
。
彼
揃
七
が
あ
み
た
る
長
潟
も
近
き
頃

ま
で
持
停
へ
し
が
、
天
明
七
年
二
月
二
日
の
火
災
民
焚
焼
せ
り
と

ぞ
。
共
外
孤
七
が
食
せ
し
御
山
市
‘
櫛
輯
叫
或
は
手
陀
飼
れ
し
品
物
な
ど

は
.
樹
屋
が
菩
提
所
到
形
の
凶
師
寺
に
仰
れ
り
。
此
図
師
寺
は
.
む

す
。
斯
く
し
て
粥
七
此
家
に
仕
ム
る
事
三
年
な
り
し
が
、
一
朝
主
に

限
を
乞
ひ
、
そ
の
ま
ミ
忽
然
と
出
去
り
て
、
迭
に
行
方

E
知
ら
宇
と

へ
ば
‘
孤
七
い
ム
。
今
朝
細
め
よ
と
仰
あ
り
て
よ
り
や
め
よ
と
の
仰

な
き
ゅ
ゑ
K
.
己
が
了
簡
を
ば
用
ひ
十
し
て
‘
か
く
の
如
し
と
い
ふ
。

主
人
ま
た
迎
に
伏
し
.
と
か
く
に
汝
が
い
ふ
成
五
位
せ
り
。
此
上
は

何
事
も
矯
め
よ
き
や
う
に
働
き
く
れ
よ
と
抑
制
む
。
袋
に
し
て
弧
七
能

々
う
け
が
ひ
、
問
事
己
が
心
に
ま
か
せ
て
入
精
す
る
に
よ
り
.
岡
由
闘

は
他
陀
儲
し
て
W
H
り
、
共
他
な
す
事
毎
に
皆
徳
あ
り
て
、
い
つ
し
か

此
家
の
訂
む
背
中
、
は
じ
め
と
は
十
倍
し
、
い
よ
/
¥
ま
す
/
¥
繁
昌

企
部
古
蹟
志
岱

廿

五

よ
り
起
り
た
る
も
の
た
り
と
ぞ
。
訟
も
ふ
に
い
も
ほ
り
藤
五
郎
と
此

の
弧
七
と
は
.
惜酬
K
合
図
に
て
の
一
一
附
人
な
り
と
い
ふ
ベ
し
。

O
津
田
氏
別
荘
跡

砲
尾
記
に
一
耳
ふ
。
津
間
支
部
骨
の
別
荘
と
て
、
能
き
亭
あ
り
。
別
販
内

に
地
獄
零
あ
り
。
甚
だ
古
附
聞
に
て
、
大
同
二
年
よ
り
愛
陀
在
る
と
一再

ば
正
し
く
記
紋
せ
し
記
録
友
き
ゅ
ゑ
に
、
年
麗
時
世
は
詳
か
な
ら

や'。
ま
た
今
金
探
K
て
、
子
供
の
貌
の
放
に
迷
ひ
‘
彼
日
正
己
が
筑
ま

tAE巾
立
つ
る
を
ば
弧
七
と
い
へ
り
。
此
の
諺
も
か
の
粥
七
が
故
事

は
、
横
屋
は
蹴
七
が
子
孫
七
が
子
孫
な
り
と
も
い
へ
り
。
組
尾
記
K
.

大
野
の
櫛
屋
掬
三
兵
衛
が
家
K
・
摘
七
が
益
と
て
今
に
至
り
珍
磁

す
。
と
い
へ
り
。
共
の
時
代
は
何
れ
の
頃
取
ら
ん
か
。
粥
七
が
背
中
は
‘

今
も
世
人
さ
ま
ん
¥
附
矢
す
れ
ど
・
加
神
話
の
み
に
て

、
共
の
郡
山
肌
を

り
て
双
方
陀
奉
公
し
居
た
り
と
も
云
ム
。
或
は
云
ふ
。
大
野
の
桜
屋

は‘

今
摘
三
兵
衡
と
繍
三
『
郎
と
雨
家
促
成
れ
り
。
大
野
に

τの
体
総

た
り
と
い
ひ
仰
へ
た
り
。
今
の
世
比
、
h
M

さ
な
茸
の
む
か
し
物
町M
K
.

孤
七
は
寺
の
下
男
也
と
い
ひ
な
ら
は
せ
る
は
、
彼
寺
に
御
務
な
ど
の

体
り
し
故
左
る
べ
し
と
い
へ
り
。

-
訟
に
は
、
西
稲
寺
の
下
僕
な
り

と
。
叉
横
屋
弧
三
兵
衛
は
聞
編
寺
の
門
徒
な
れ
ば
、
此
の
縁
故
に
依

，、
四




